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【公共空間デザインを作る若手衆】 

持続可能な都市経営とライフスタイルの創造 
 

-自分たちのまちは自分たちで創る- 
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岩手県紫波町 

オガールプロジェクト 

役所、図書館などの  
公共施設と、産直市場や  
フットボールセンター等の  
民間施設を一体的に、  
民間が補助金に頼らず  
開発、運営 

＜先進事例のプロセスを理解し本市に活かす＞ 

これからの和歌山市  

・全不動産の1/4 

・一等地に多い 

・豪華仕様 

・維持管理費 

 ⇒建設費の４倍 

従来はコストセンターに 

「持続可能な都市経営」＆「都市の魅力化」を同時に達成 

「民間収益によるサービスの充実」＆「ライフスタイルの創造」 

デザイン会議 事前マーケティング 

各分野第一人者の登用 

かっこよさを追求 

【行政のみで仕様書を作成すると…】 

維持管理費を垂れ流す“墓標” 

仕様書が最重要 

2段階ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙ 規模の適正化 

①公民連携室の新設 ②戦略的都市政策の策定 ③公共資産見える化により 
 民間の活用を促進 

民間スピード・ビジネス感覚
に対応する部署横断組織 

適切な人材を配置し、 

さらにその人材を育成 

実現可能な近未来の理想形を
描き、民間投資を誘導 

人口減少の縮退局面において 

いかに豊かに縮退していくか 
公共資産台帳を整備し、 

HPや市報で積極的に発信 

和歌山に誇りを持てる 

豊かなライフスタイルの創造 

④希望的に縮退をデザイン 

小さく始めて、稼ぐインフラ・ 

持続可能な都市経営を実現 

ﾗｲﾌ 
ｽﾀｲﾙ 

“墓標” (例)青森県「アウガ」 

・全国には“墓標”と呼ばれる 

 公共施設の失敗例が多数存在 
 
・第３セクター、指定管理も 

 多くは機能せず 
 
・公共からの追加融資を受ける 

 も赤字が止まらない例も 

広島県尾道市 

ONOMICHI U2 

・県所有の海運倉庫を 

 リノベーション 
 
・「食」にもこだわった 

 ライフスタイルの発信 
 
・サイクリストの聖地と 

 なり、雑誌も多数掲載 

 (シティプロモーション) 

民間金融による… 

委員長：清水義次氏 

官民でﾌﾗｯﾄな協議の場を創造し
「民間の公共資産活用」へ 

＜中間まとめ＞公共空間を「コスト」から「利益」へ転換し、魅力的な都市を創造する－ 墓標から稼ぐ公共空間へー 

人口減少 

若者流出 

財政悪化 

公共不動産老朽化 

本
市
の
課
題 

戦
略
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な
Ｐ
Ｐ
Ｐ
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用 
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僕らは何のために、 
 

この研究をしているのか 
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和歌山のアイデンティティを大切に 
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和歌山のポテンシャルを活かし 和歌山のポテンシャルを活かし 
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自分たちが住み、働いている和歌山市を 
 

持続可能で「豊かな」まちにしたい 
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人口増加時を想定して設定された 
 

制度や政策を見直す「転換」の時期 
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「豊かさの転換」 
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ポートランドのまちづくり  

全米で最も住んでみたい都市 

ポートランド：オレゴン州の中核都市 （人口：約60万人） 

2030年に100万人突破予想 

ポートランド 和歌山市 

人口 583,776（2010） 361,657（2016.3.1） 

市域 376.5km2 208.84km2 

緯度 北緯45’31’’12 北緯34’13’’493 

気候 海洋性気候 瀬戸内式気候 

ウィラメット川 
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ポートランドのまちづくり  

全米で最も住んでみたい都市 

ポートランド：オレゴン州の中核都市 （人口：約60万人） 

「自転車に一番よい町」  「歩くのに一番よい町」  「持続性社会の町」  「ナイキの本社がある町」   

「ベジタリアンにとっていい町」  「女性のビジネスが多い町」  「若くてクリエイティブな人たちを最も引きつける町」 

「クラフトビールブルワリーが多い町」  「市民運動が盛んな町」  「自然に囲まれている町」  「環境に優しい町」 
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ポートランドのまちづくり  

工業化による環境汚染 
都市のスプロール化 

人口流出 
↓ 

住民が危機感を共有 

1960年代～ 
衰退の危機 

1968年 
高速道路の反対運動 

1989年 
地域計画の作成 

1998年 
都市成長限界線 

2010年代～ 
爆発的な人気を誇る 

高速道路拡張計画 
への反対運動 

↓ 
既存の高速道路も取り壊し 

市民の憩いの場を整備 

市民参画により 
今後50年の増加人口に 
対する将来ビジョンを作成 

↓ 
「Region2040」 

広域政府メトロにより 
都市の成長限界線を定め 

自然や農地を保護 
↓ 

成長管理政策を定める 

持続可能性 
の向上 

若者や知識層が 
オルタナティブな世界観を 

求めて注目 
↓ 

住みたいまちNo.1へ 

ロストレイク フォレストパーク 
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ポートランドのまちづくり  

「個性と多様性(diversity)の容認」と「持続可能性(sustainability)」 

都市成長境界線 
  山、渓谷、自然美が損なわれることのないよう、 
  開発区域を設定 

受益者負担を 
前提とした自治 

  自立した住民による「自分ゴト」のまちづくり 

住民のまちへの愛着形成  
持続可能で誇りが持てるまち 

広域計画 
「Region2040」 

  市民参画により今後50年の増加人口に対する 
  将来ビジョンを作成 
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危機感（課題）
の共有 

まちづくりを 
自分ゴトに 

行政が個性と
多様性を追認 

持続可能な 
まちに 



NA NA NA NA NA ・・・・・・ 

連合自治会 

95のネイバーフッドアソシエーション 

7の連合自治会 

連合自治会 ・・・・ 

ネイバーフッドアソシエーション局 
（市当局と自立した市民の架け橋） 

住人 

参加費 

ポートランド開発局 
（専門家集団・準公務員） 

金融機関 

民間事業者 

実事業化 

精査・承認 

精査・承認 

精査・承認 

ポートランドの市民参画制度    
ネイバーフッドアソシエーションによる住民主導のまちづくり  

 

頻繁にワークショップを行い 

過度に行政に依存せず 
地域課題解決への合意形成 
 
市民参画により地域への愛着を 
醸成 

受益者負担による地域課題の解消 
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住人、事業者、 
金融機関の出資が 

公共事業の財源に 

プロジェクトファイナンス 



【民間】 
“パブリックマインド” 

を持とう

●公共が持つべきプライベートマインド４要素   
・スピード  
・フレキシビリティ  
・マネー  
・マーケティングセンス     
●近未来の兆しを感じ取る    
●成長社会から縮退社会へ    
●民間の稼ぐ能力を引き出す  
 ⇒時代に合わせた規制緩和（見直し） 

“ パブリックマインド ” を持つ民間の増加 

●自立した市民  
●自ら動いている（事業している）市民  
●まちのことを想い、行動したいと思っている市民  
●得た利益をまちのために再投資している市民  
  ⇒行政に依存せず、自立した持続的なまちへ 
  
●民間パートナーを育てる（学び合う）  
 ・民間自立型まちづくり会社  
 ・不動産会社  
 ・電鉄会社  
 ・地元金融機関  
 ・インフラ会社… 
  

【公共】 
“プライベートマインド” 

を持とう
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他人ゴトから自分ゴトへ 
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民間に開き、連携する 
 
 
 
 

個性と多様性を認める 
 
 
 
 

和歌山の「豊かさ」へ 
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和歌山でも 
 

「自分ゴト」としてまちづくりを行う 
 

自立した市民がたくさんいる 
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まちなかと農をつなぐ農園レストラン  

 
 
 ・「第１回リノベーションスクール＠和歌山」 
受講者による第１号店。 
 
・ぶらくり丁を元気にしようと、手作業で空き 
店舗を改装。石窯も手作り。 
 
・にこにこ農園でとれた無農薬の野菜を使った石
窯料理がメーン。  
 

石釜ポポロ 
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新規チャレンジを促す商店街のマーケット 
 
 
・第１回リノベスクールから生まれたイベント 
 （毎月第２日曜日定期開催） 
 
・石窯ポポロの出店時に、社会実験としてスタート 
したものが定着 
 
・まちに新しいチャレンジを作ることで、出店者の中から
空き店舗への新規出店者を作ることが目的 
 
・１日に8,000人～10,000人の来場者  
 

POPOLOHAS MARKET 
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 「エリア価値の向上なくして事業の継続なし」 
 
・ぶらくり丁商店街の再生には、われわれのような民間の事業者が、エリアの価値向上に向け取り組むこと、
また、このアクションを後押しするような行政の姿勢、地域の協力が不可欠だと考えている。 
 
 
・石窯ポポロを含め、新たな事業者がエリア価値の向上に向けたアクションを起こした時、その事業が継続し
ていけるように、それぞれが、それぞれの立場でできることをしっかりしてほしい。 
 
 
・紀州まちづくり舎は、住民やＮＰＯ、不動産オーナーさん、事業者、行政、大学等の潤滑油として、また、自
ら事業を起こす事業者として、エリア価値の向上に寄与したい。 
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「水辺」がコンセプトのまちなか日本酒バー  

和歌山初の日本酒バー   
・第３回リノベスクールの対象案件。  
・市堀川を活かした飲食店。  
・世界一統とのコラボ。  
・酒の肴も和歌山のもの。  
・店主は、元県庁職員でお坊さん。  
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商店街のリビング化 

・第２回リノベスクールの対象案件。 
 
・「商店街を、心地よいリビングルームに」 
をコンセプトに、ぶらくり丁商店街でクラフトビール     
とナイトマーケットを核としたイベントを開催。 
 
・実行委員会BLAPのメンバー９人中７人が 
リノべスクールの受講者。 
 

クラフト×暮らふとビールフェス  
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  和歌山の“食・景観・歴史”で誇れるまち並みづくり 

有田市 （海の見えるカフェ） 県立美術館 （公民連携） 和歌浦 （雑賀崎の魚介類） 

岩出市 （根来寺歴史） 十一番丁 （若者が集うまちなかBAR） 

※ 京阪神でもっとも有名な雑誌メディア 「京阪神エルマガ社」 に掲載多数 
 （他府県からの評価も高く、地元の誇りになる） 

３月２０日OPEN 
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 「誇りがある和歌山のまち並みを作っていきたい」 
 
・和歌山を誇りを持てるまちにしたい。東京のマネでなく、和歌山オリジナルを追求し、和歌山の食材、和歌
山の人が持っている技術で勝負したい。 
 
 
・新しい建物を作るのではなく、和歌山が培ってきたものを捨てず、和歌山の歴史を大切にしながら、まち並
みを作っていきたい。誰もやらないなら、ぼくが一個一個、作っていこうかなって思っている。 
 
 
・サラリーマンや公務員ばかりでなく、アーティストや商人など個性的な事業者が増えることで、まちが面白く
なると思う。みんなの得意分野を生かして面白いまちを作り、和歌山のカルチャーを発信していきたい。 
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Team3℃  

和歌山県をクリエイティブに活性化させる団体。  
3℃の理念は、connect（繋げる）、create（創る）、challenge（挑戦）。  
和歌山を県外・世界へ！ 

商店街を集団で買い物して回る「キャッシュモブ」を企画 
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民間主導・公民連携のまちづくり 

小さい 
リノベーション 

まちづくり 

大きい 
リノベーション 

まちづくり 

民間遊休資産活用 公共遊休資産活用 

戦略的都市経営政策 

リノベーションとは、今あるものを活かして新しい使い方をすること 

産業と雇用の集積 
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和歌山市出身 
東京大学院教授 

http://kenplatz.nikkeibp.co.jp/article/knp/column/20141009/679620/?SS=imgview&FD=1421851125


３３３１ アーツ千代田 廃校を活用した民間自立型アートセンター 

旧練成中学校を改修して2010年に誕生した民間自立型アートセンター。  
展覧会、ワークショップ、イベント、シンポジウムなどを開催。  
アート、デザイン、建築などクロスジャンルの表現を発信し、地域の文化や  
人と関わりながら、日本やアジアの「新しいアートの拠点」を目指している。 

31 



３３３１ アーツ千代田 廃校を活用した民間自立型アートセンター 

アーツ千代田3331  
合同会社コマンドＡという団体が、遊休不動産を活用し、 
収益を生み出して文化施設を運営  
＝民間自立型の運営（黒字運営） 

「指定管理者制度」での運営  
人件費も水道光熱費も建物修繕費も 
すべて公共側で負担  
＝税金で運営 

＜主な収入＞  
・テナント収入（芸術、文化、デザイン関係団体の入居）  
・スペース使用料（メインギャラリー他のスペース貸出） 
  
＜主なコスト＞  
・千代田区への地代・家賃  
・建物修繕費、水道光熱費等の費用  
・従業員の給料 

 

約400のアート関連イベント  
約80万人の入館者  
約13億2000万円の経済効果 
 
          （2013年の年間実績） 
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大分都心南北軸整備プロジェクト 芝貼りＷＳによる愛着形成 

 
大分駅南側100m幅の道路空間に  
公園のような広大な芝生の空間を整備 
 
  
市民植樹祭を開催し、大分市民の手で  
芝生を貼ろうと芝貼りワークショップを実施 
 
  
その場に対しての愛着の形成  
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大分都心南北軸整備プロジェクト 芝貼りＷＳによる愛着形成 

愛着を形成し、いずれは市民による 
自主的な維持管理運営を目指している 
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愛知県名古屋市 公共的空間利活用社会実験 

新しい官民連携のエリアマネジメントを検証することを目的に実施。 
 
名古屋駅地区における道路空間での広告掲示などの民間収益事業を展開し、収益の一部を、 
街づくり活動の付加価値を高める公共還元事業へ充当。 
 
また、魅力ある街づくりや賑わいづくりにも効果のある事業手法を検証。 

＜社会実験協議会 構成員＞  
 名古屋駅地区街づくり協議会・名古屋市・国土交通省中部地方整備局・有識者 

工事用 
仮囲い広告 

街路灯フラッグ 
バナー広告 

公共的空間利活用社会実験 

規制緩和の上、道路上の工事用  
仮囲いや市の街路灯を活用した  
屋外広告物を企業等に販売。 

エリアマネジメント広告 

駅周辺に広告を掲載できる多機能案内板を設置。  
市民や来訪者の利便性を高めるのが狙い。 

広告付き多機能案内板の設置 
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具体的な案件として 
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市民会館におけるコンセッション実現可能性の検討 

○利用料金を徴収する公共施設等について、施設運営を行う権利（公共施設等運営権）を運営権者に設定。 

コンセッション方式 

○利用料金の決定等を含め、民間事業者による自由度の高い事業運営を可能とすることにより、民間事業者の創意 
 
工夫が生かされ、インフラやエリアの価値を高め、利用の促進やにぎわいの創出が図られることから、適切なスキーム 
 
や運用ができれば、市、民間事業者、利用者の三者にとってそれぞれ有益なものとなると言われている。 

コンセッションの利点 

●現在、コンセッション導入事例が極めて少ない（但馬空港・関西国際空港） 
 
●民間事業運営者の存在なくしてコンセッションは成立しないため、当該施設の運営権が民間事業者にとって相当の 
 
対価を支払っても積極的に参入したいと思える魅力がなければならない（賃貸借契約によるテナントリーシングで十分 
 
となってしまう）。その意味で、施設のどの部分にコンセッションを仕掛けられるかということと、民間の動向を探ること 
 
が重要となる。また民間運営者の質によっては、意図している利用の促進やにぎわいの創出が効果的に発揮されない 
 
ことも考えられるため、その選定プロセスの精査も必要。 

ただし…… 

公共 
対価支払い 

運営権者 利用者 
運営権設定 

対価支払い 

サービス提供 
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●推進に向けたプロセス コンセッションの流れ（例） 

○実施方針の策定及び公表   

○事業の発案   

○特定事業の評価・選定、公表  

○民間事業者の募集、評価・選定、公表  

○事業契約を締結  

○施設の建設  

○運営権を民間事業者に設定  

○実施契約の効力発生  

○運営事業の実施、監視等  

○事業の終了  

○実施契約（停止条件付）を締結  

運営権設定の旨、利用料金などについて記載する 

条例化 
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全体で最短２年程
度の計画期間が

必要 



和歌山にも 
 

「お宝」がある 
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寄合町のビル 

41 
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公共空間をオープンに 
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      「事業を興して地域貢献 ～子ども達に新しい教育の場を～」 
   
 
  ・岩手県宮古市でのボランティア、学童保育の現場、都市計画コンサル勤務を経て、主体者がいない 
  まちづくりは持続しないと実感。 
 
 
  ・家族のあり方、子育て環境、働き方を見つめ直し、夫婦の経験や価値観を活かした、自分たち夫婦 
  だからこそできる唯一無二のビジネスモデルを主体的に滝畑で作りたいと考えている。 
 
  ・廃校は雰囲気も規模感も最高に良くワクワクする。 

46 



廃校や既存公共建築物の活用 

吉原分校・滝畑分校・小豆島分校などの廃校の活用 

利活用促進 
施設の 
検討・ＰＲ 
 

地域との協議・ 
施設の点検 

目的使用許可 
手続き 
所管変え 

審査会議 
（公募内容） 
→公募 

審査会議 
（指定予定業者） 
→指定・契約 

審査会議 
（交付奨励措置） 
→交付 

条例適用までの流れ ○参考事例：大館市空き公共施設等利活用促進条例 
 
市立学校等施設の内、市町村合併による学校統廃合により未利用校４校 

 
 
条例を定める事により利用の促進を図る（４校の内３校が条例による利用） 

 

      現行制度（普通財産）         条例適用後 

指定条件 

貸付額 

譲渡 

議決 

増改修助成金 

事業開始時 
支援金 

無し 

評価額×土地４％（建物８％） 

競争入札 

安価に貸付及び譲渡す
る場合議決必要 

無し 

無し 

規定の９割減まで可能 

随意契約・規定の９割減まで可能 

正社員１名以上の新規雇用・地域貢献 

条例適用により議決不要 

費用の1/3（上限500万円） 

新規雇用性社員１名に付き
10万円（上限50万円） 

対象施設や選定事業を変更し、公共施設活用
を通じた地域の産業やコミュニティの核を形成 

契約手続きの迅速化により 
民間のスピードにフィットする 

和歌山市にローカライズ 
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●推進に向けたプロセス 

１ 和歌山リノベーション構想（仮称）で、まちなかで大きなリノベを仕掛ける   

３ 個別案件の形成   

２ ＰＰＰプラットフォームの形成   

今後、和歌山市で行うべきこと 

目指すべきまちの近未来の姿を描くとともに、空き公共空間等を活用していく 

描いた未来に向けて、公と民がフラットに協議できる場をつくる  

○ＰＰＰの導入可能性が高い公共不動産を決定  

○民間プレイヤーの公募   

○周辺の市場調査   

○契約  

○設計、建設  

○運営、維持管理  

○モニタリング  
48 



●推進に向けたプロセス PPP/PFI地域ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑについて 

対応方針 

A県地域プラットフォーム B市地域プラットフォーム 

地方ブロックプラットフォーム 

専門家の派遣
や助言等 

事例報告等 

産 

金 

学 

地方公共団体（都道府県、市町村） 

地方銀行 等 

大学 等 

民間事業者、専門家（コンサルタント、会計士、弁護士等） 

ニーズに幅広く対応 

PPP/PFIの案件形成のための課題 

○ 地方公共団体・民間事業者における情報・ノウハウが不足 
 
○ 官民間での情報共有や対話・提案の場が不足 
 
○ 案件形成を担う人材が不足 

ＰＰＰ／ＰＦＩの案件形成等に係る情報・ノウハウの横展開を図る。 
 ・セミナー・シンポジウムの開催 
 ・実践的研修の実施  等 

地域における官民連携事業の案件の形成・推進を図る。 
 ・個別具体の案件の掘り起こし、形成及び推進 
 ・ＰＰＰ／ＰＦＩの事業化候補の案件リストの作成 
 ・対話・提案の場 
 ・地域における情報の共有 等 

地方ブロックプラットフォームの役割 

地域プラットフォームの役割 

 （注）全国をカバーするよう地方ブロック単位で形成 

地域プラットフォームのイメージ 

官 

産 

金 学 

官 産 

金 学 

官 

国土交通省にてモデル地域を選定し、地域ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの形成等を直接支援。 

○ 地方ブロック単位のプラットフォームの形成支援 
   → 優良事例の普及、情報・ノウハウ等の横展開を促進 
 
○ 地方公共団体を単位とする地域プラットフォームの形成支援 
   → 官民間の対話・提案の場を創出 
   → 案件形成を担う人材を検討実務を通じて育成（OJT）   

※人口20万人以上の地方公共団体をはじめ広く参加を要請 

※案件形成後、地方ブロックプラットフォームにおいて報告 
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●推進に向けたプロセス 案件形成支援（内閣府） 

［支援対象とする案件］ 
 
（１）公共施設等運営権制度を活用したPFI事業 
 
（２）収益施設の併設・活用など事業収入等で費用を回収するPFI事業等 
 
（３）公的不動産の有効活用など民間の提案を活かしたPPP事業 
 
（４）その他の事業 

ＰＰＰ／ＰＦＩの推進に資する具体的な案件や取組を支援し、その成果を先進事例として公表し活用する  
目的で、アクションプランの推進に資する個別のPPP/PFI 事業について、ご応募いただいた地方公共  
団体等と連携を取りつつ、実施に向けた調査検討に対する支援を実施 
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「まちづくり」は 
 

「まちのコンテンツづくり」 
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最高のコンテンツは人 
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当事者意識をもつ自立した市民と連携し 
 

民間主導の戦略的な公民連携を仕掛けつつ、 
 

自立した市民を増やす仕組みをつくろう 
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和歌山市公共施設マネジメント基本方針 

基本方針① 

保有量の「量から質」
への転換による市民
サービスの質の向上 

施設評価の実施 

国・県との連携 

定期的な見直しの実施 

基本方針② 

効率的で 

効果的な管理運営 

計画的な保全による
長寿命化 

民間活力の活用 

基本方針③ 

新たな財源の確保 
自主財源の確保 

公共施設マネジメント 
基本方針 

今後の取組 

施設の現状把握 

公共施設マネジメントを 
実施する組織づくり 

着実に  
推進する  
ために 
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今後30年間で 
保有面積を19.9%縮減しなければ、 

財政的に持続不可能 
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「保有面積を縮減しても、 
 

市民サービス水準を低下させない」 
 

ためには… 
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公共施設の単なる整理・統合・縮小と 
 

維持運営管理コストの削減だけでは 
 
 

不十分 
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今まで活用してこなかったものを活用し、 
 

「稼ぐ」 

58 



さらに 
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和歌山のライフスタイルを創出する場として 
 
 
 

活かすことが大事 
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「サイクリスト」を活かす宿泊施設 
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「日常」を活かす公園 
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「農」を活かす公共空間 
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PPPは万能薬ではない 
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戦略的な活用と、 
 

仕掛ける側の力量が問われている 
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プロジェクト開始前から 
 

積極的に民間に情報開示していく 

66 



和歌山市が 
 

いかに豊かに縮退するか 
 

デザインを描く 
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あえて言わせていただきます！ 
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この6人けっこうやります！ 

武田 （生活保護課） 

先見性、情報取得能力 
（マーケティング会社出身） 

竹家 （政策調整課） 

推進力、行動力、 
民間との人脈 

滝本 （企画課） 

企画力、実行力、編集力 
（資料作成のメイン） 

西本 （都市再生課） 

人間性、感受性 
民間との人脈（アート系） 

森 （建築指導課） 

分析力、包容力、 
専門性（建築主事） 

榎本 （商工振興課） 

営業力、巻き込み力、 
民間との人脈 

強みを活かす 
“チームワーク” 
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●推進に向けたプロセス 

１ リノベ構想で、まちなかでの公民連携（大きなリノベ）の道筋をつけよ！   

３ 個別案件の形成を進めよ！   

２ ＰＰＰプラットフォームを形成せよ！   

特命（僭越ながら、案がございます） 

実現可能な目指すべきまちの近未来像を描き、戦略的な公民連携を進めなさい。 

描いた未来に向けて、公と民がフラットに協議できる場をつくりなさい。  

○ＰＰＰの導入可能性が高い公共不動産を決定  

○民間プレイヤーの公募   

○周辺の市場調査   

○契約  

○設計、建設  

○運営、維持管理  

○モニタリング  

財政に配慮した持続可能な公民連携の案件づくりを進めなさい。  

市民広場（市民会館）への市民オーナーシップ 

市民広場づくり（市民会館） 

現在の素案 

市民会館前の 
 

市民広場を市民の手で創りたい！ 

市民ファンド 芝生貼り 

デザイン・計画 
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最終的には、公も民もない 
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今こそまちづくりを自分ゴトとし、 
 

「和歌山人」としての誇りを取り戻す時 
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和歌山らしい豊かさを見出し、次世代に紡ぐ 
 

そして「選ばれるまち、和歌山」へ 
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ご清聴ありがとうございました。 
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